
参加した利用者からの意見・評価

・社会人スキル評価は、自己評価だけでなく他者の評価も知ることができ、自分との認識の差があることが分かった。

・週1回身だしなみチェックを行なうことで、忘れがちな爪切りに気づくことがある。

・ニュースの読み合わせは、時事ニュースを知れて良いと思う。全国ニュースにはならないような、地元の出来事などが知れ

て良い。

・パソコン講座の企画をしてみて、普段の仕事と並行しながら取り組んだので大変だった。講座内容は何度もミーティングを

重ねて話し合いながら決めることができた。

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所：キャリア・カレッジ事業所内

実施日程：令和５年４月１日～令和６年３月３１日

実施した利用者の知識・能力向上に係る実施の概要：社会人スキル評

価、身だしなみチェック、新聞ニュース等の意見交換、脳トレーニン

グ、資格取得支援、就職支援、パソコン講座企画

利用者数等：９～１３名

＜目的＞

利用者の知識・能力向上に係る実施のねらい、利用者にとってのメリッ

ト

社会人スキルの習得、一般常識・時事問題・地域情報の習得、認知能力

の向上、パソコンスキル向上、地域との交流・社会参加

＜成果＞

実施した結果、得られた成果、課題点

・社会人スキル評価は定期的に自己評価と他者評価を実施することで次のス

テップを目指せるよう意識の変化が見られた。

・利用時間内のパソコン使用、教材テキストの貸出等環境整備を行い、パソ

コンのスキル習得や資格取得を目指している。

・毎朝ニュースを読むことで社会情勢に目を向ける機会、知る機会が増え

た。

連携先の企業や事業所等の意見または評価

連携した結果に対する意見または評価、今後の連携強化に向けた課題

社会人スキルに関しては社会人スキル評価の実施、PCスキルに関しては職業スキルステップを作成実施してもらい、自身の

持つ現状のスキルと今後の課題を理解され自身の成長に繋がっている。少しずつではあるが社会人スキル、情報処理能力も上

がってきている。〈連携先〉株式会社ワード・ハウスミズ　坂本泰弘

地域交流の機会と利用者のインストラクションスキルの向上を目指すため、近隣にある帯山西コミュニティセンターにおいて

パソコン講座を企画した。地域の方からはわかりやすい講座だったと評価を得た。〈連携先〉帯西コミセン受付　中山

連携先企業（担当者） 株式会社ワード・ハウスミズ（坂本様）　・　帯山西コミュニティセンター（中山様）

利用者からの意見・評価

住　所 熊本市中央区帯山2-12-26 管理者名 津出　智宏

電話番号 096-285-8002 対象年度 令和５年度

令和6年4月1日

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 キャリア・カレッジ 事業所番号 4310101748

様式２

社会人スキル評価表

ニュースの読み合わせ

資格取得のための学習


